様式第１号（第８条関係）

　　年　　月　　日　

　富士吉田市長　様

申請者住所　　　　　　　　　　　　　　
氏名　　　　　　　　　　　　　　
（団体の場合は、所在、団体名及び代表者名）

富士吉田市まちづくりファンド活用事業補助金交付申請書

　富士吉田市まちづくりファンド活用事業補助金の交付を受けたいので、富士吉田市まちづくりファンド活用事業補助金交付要綱第８条の規定により、関係書類を添えて申請します。

記

１　事業計画書　　　　　　　　　　　（別紙１）
２　収支予算書　　　　　　　　　　　（別紙２）
３　誓約書　　　　　　　　　　　　　（別紙３）
４　事業完了予定年月日
５　工事見積書
６　現況写真
７　税の滞納のない証明書
８　その他必要な書類


別紙１
事業計画書

１　活動内容及び団体の概要
　(1)　活動のテーマ（目的）
	（活動内容を表す、簡潔な言葉で記入してください。）
（例）本町通り街並み修景と空き店舗活用、歴史的な○○建築の保存活用など




　(2)　活動内容の概要　　　　　　　　　
	（具体的な活動、地域等の内容を簡潔に記入してください。）
1 歴史と文化 ② 活動内容 ③ 改修のコンセプトを分けてご記入ください。



　(3)　事業を行う組織等の概要
	組織等の名称
	

	設立年月
（活動を開始した時期）
	

	事務所の所在地
	

	代表者
	氏名：

	
	住所：




２　活動の具体的な内容
　(1)　活動の成果・将来展開について
	・　活動を始めた経緯、組織構成員、これまでの活動実績及び成果など、貴組織の特徴について、記入してください。
・　貴組織の活動に対して、これまで受けた支援（助成など）の実績ついて、その支援者、金額等を記入してください。
・　今回実施するまちづくりファンド活用事業の予想される成果について、記入してください。
・　将来の活動展開について、記入してください。
※　今回実施する事業の内容やまちづくりへの効果について、できるだけ具体的な数値（数値目標）等を用いて記入してください




　(2)　継続性、発展性について
	・　今回の事業を確実に実現するための組織体制や人材確保等について、記入してください。
・　今後の事業を発展させていくための工夫や取組などを記入してください。




　(3)　公益性について
	・　今回の事業がどう公益に資するものであるのか、記入してください。





　(4)　必要性について
	・なぜ今回の事業や将来の展開が必要なものであるのか、記入してください。





３　事業スケジュール
	実施予定時期
	事業の内容

	
	






別紙２

収　　支　　予　　算　　書

１　収入の部　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：円）
	事　　　　　項
	本年度予算額
	備　考

	
	
	

	合          計
	
	



２　支出の部　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：円）
	事　　　　　項
	本年度予算額
	備　考

	
	
	

	合          計
	
	




別紙３
誓　　　　約　　　　書

　私は、下記の事項について誓約します。
　なお、富士吉田市が必要な場合には、山梨県富士吉田警察署に照会することについて承諾します。
　また、今後私が富士吉田市と締結する富士吉田市まちづくりファンド活用事業補助金交付要綱に基づく他の契約等の場合にも、同様の取扱いをお願いします。
記

１　自己又は自社の役員等が、次のいずれにも該当する者ではありません。
　(1)　暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律（平成３年法律第77号）第２条第２号に規定する暴力団又は同条第６号に規定する暴力団員
　(2)　暴力団員でなくなった日から５年を経過しない者
　(3)　自己、自社若しくは第三者の不正な利益を図る目的又は第三者に損害を与える目的をもって暴力団又は暴力団員を利用している者
　(4)　暴力団又は暴力団員に対して資金等を提供し、又は便宜を供与するなど、直接的若しくは積極的に暴力団の維持運営に協力し、又は関与している者
　(5)　暴力団又は暴力団員と社会的に非難されるべき関係を有している者
　(6)　暴力団又は暴力団員であることを知りながらこれらを利用している者
２　１の(1)から(6)までに掲げるものが、その経営に実質的に関与している法人その他の団体又は個人ではありません。

　　年　　月　　日　

　富士吉田市長　様
　　　　　　　　　　　　〔 団体の場合は、事務所所在地 〕
住　　所　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　〔 団体の場合は、団体名及び代表者名 〕
　　　　　　　　（ふりがな）
氏　　名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　印　　　　※　法人格のある団体以外の場合で申請者本人又は代表者が署名するときは、押印を省略することができます。

生年月日　　　　　　　　　　　　　　　　　年　　　月　　　日
性　　別　　男　・　女　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
